
HPCI-CPD534 と HPCI-CPD574Ｎの違い 
   ＣＰＤシリーズ・モーションコントロール・ボード である４軸位置決めＨＰＣＩ－ＣＰＤ５３４ボードと 

機能追加位置決めＨＰＣＩ－ＣＰＤ５７４Ｎについて主な機能一覧を記します． 

  

1．機能比較 
 

機能一覧 ＨＰＣＩ－ＣＰＤ５３４ ＨＰＣＩ－ＣＰＤ５７４Ｎ 

エンコーダＡ/Ｂ相入力周波数 ４Ｍｃｐｓ（４逓倍） 

カプラ受け 

６．５Ｍｃｐｓ（４逓倍） 

差動入力のみＲＳ４２２受け 

エンコーダＡ/Ｂ入力終端 ジャンパ設定 ＤＩＰスイッチ設定 

リミットセンサ，ＳＶ／ＩＦ入力フィルタ 

（±ELS,DLS,OLS,SVALM,INPOS） 
１０００μｓ ３００μｓ 

マスタ追従機能 ※ なし あり 

並行２軸制御機能※ なし あり 

スレーブ軸拡張機能 ※ なし あり 

オプションポートクリアレジスタ なし あり（＋ａ８Ｈにてリセット） 

ボードＩＤ ジャンパスイッチ設定 ロータリーＤＩＰスイッチ設定 

Ｊ1コンパレータ一致出力 なし 
４軸（Ｘ～Ｕ） 

ポート(８ａＨ)にて ON/OFF無し 

Ｊ３同期入力出力 なし あり（Ａ相，Ｂ相 各１） 

Ｊ３定速動作中(または汎用)出力（ＴＴＬ） なし あり（Ｘ軸，Ｚ軸 各１） 

ＰＣ供給電源 ＋５Ｖ ＋５Ｖ，＋３．３Ｖ 

 

２．HPCI-CPD574N 独自機能について 
独自機能 仕  様 

マスタ追従機能 Ｘ軸のエンコーダ入力または同期パルス入力をスレーブ軸（Ｘ～Ｕ）の指令パルスとして出力が可能 
並行２軸制御機能 Ｘ軸をマスタ軸とし，Ｘ軸の指令パルスがそのままＹ（Ｚ，Ｕ軸)から同期出力として出力可能 
スレーブ軸の拡張 Ｚ軸をサブマスタ軸とし，Ｚ軸の指令パルスがそのままＵ軸から同期出力が可能 

 

３. HPCI-CPD574N  コンパレータ一致出力 
コンパレータ一致出力：Ｊ1、Ｊ3 コネクタよりＣＭＰＸ～ＣＭＰＵの出力が可能になりました 

同時スタート/ストップ ＳＴＡ/ＳＴP：Ｊ３コネクタより出力が可能になりました 

この他にＪ３コネクタからは、ボード間、マスタ・スレーブ接続用入出力 ＳＹＮＣＡ，ＳＹＮＣＢ取出しが可能です 

 

 

4. HPCI-CPD574N のアクセサリのご案内 
従来製品ＨＰＣＩ－ＣＰＤ５３４でご採用頂いていたアクセサリは、ＨＰＣI-ＣＰＤ５７４Ｎには、ご利用出来ません 

ＨＰＣＩ－ＣＰＤ５７４Ｎご採用時には、専用アクセサリのご用意をお願いします 

アクセサリ コネクタボード：ＡＣＢ-ＨＵ１００４/ＤＳ※ or ＤＲ（端子台型：ＡＣＢ－ＤＸ１００/ＤＳ※or DR） 

 をご選定下さい 

※ＤＩＮレール取付台付きをご用命の場合は、（Ｄ）を付加願います 

  アクセサリ ケーブル：ＨＣＬ-０５１，ＨＣＬ－０５１Ｗ，よりご選定下さい 

※ＨＰＣＩ－ＣＰＤ５７４Ｎは、ＨＰＣI－ＣＰＤ５７８Ｎコネクタ及びﾋﾟﾝ配置が同じです 

 


